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高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

中野波津巳さん髙栁千恵子さん

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

（
元
桶
川
市
議
会
議
員
）

皆
川

宗
治
さ
ん

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課
�
７８８
―
４
９

０
０次

の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

鴻
巣
支
部

様

鉛
筆
１
�
２
６
８
本

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課
�
７８８
―
４
９

６
５１０

月
１
日
付
け
で
、
中
野
波
津
巳
さ
ん

が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
付
け
で
髙
栁

千
恵
子
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

�
７８８
―
４
９
０
７

「オケちゃん子ども・子育て応援基金」を活用して、駅西口公園
の遊具広場に、乳幼児用遊具を設置しました。お子さんと一緒に、
ぜひ足をお運びください。
場所�駅西口公園遊具広場 対象年齢�およそ１歳から３歳
市では、安心して子育てができる環境づくりと、次代を担う子ど

もたちの健やかな成長を応援するため、基金を活用し、「桶川市子
ども・子育て支援事業
計画」の趣旨に基づく
事業を実施していきま
す。
今後も「オケちゃん

子ども・子育て応援基
金」にご理解、ご協力
をお願いいたします。
また、ご寄附いただき
ました皆様に心より感
謝いたします。

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

１１月

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

オケちゃん子ども・子育て応援基金活用事業 第１号
乳乳幼幼児児用用のの遊遊具具がが完完成成

▲おはなのスロープ

▲いもむし平均台

▲たっちカウンターとくるくる・ぴょこぴょこパネル▲いもむしすべり台

令和元年台風15号千葉県災害により
被災された方々に対し

心からお見舞い申し上げます
詳しくは�社会福祉課�788－4933

９月２５日㈬桶川駅改札前で街頭募金活動を行いました。
皆様のご厚意と善意により、

総額 141,680円
の義援金が集まりました。義援金は
日本赤十字社埼玉県支部を通して被
災地へ送ります。

詳しくは�子ども未来課�788－4944

2019．1133
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　 動 報 告
かつ

どう ほう こく
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学
校
給
食
運
営
委
員
会
の

お
知
ら
せ

学
校
給
食
運
営
委
員
会

「
物
資
選
定
部
会
」
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
第
１１
回
定
例
会
の

お
知
ら
せ

第
１１
回
農
業
委
員
会
総
会
の
お
知
ら
せ

就
学
援
助
費（
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
）入
学
前
支
給
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
市
内
小
・
中
学
校

臨
時
的
任
用
教
員
を
募
集
し
ま
す

令
和
２
年
度
小
・
中
学
校
お
よ
び

教
育
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
職
員
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

内
容
▼
学
校
給
食
の
各
部
会
の
報
告
な

ど
と
き
▼
１１
月
２７
日
㈬
午
後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館
大
会
議
室

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課
�
７８８
―
４
９

６
８内

容
▼
学
校
給
食
用
物
資
の
選
定

と
き
▼
１１
月
５
日
㈫
午
後
３
時
〜
４
時

３０
分

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館
研
修
室
・
調
理
室

持
ち
物
▼
上
履
き

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課
�
７８８
―
４
９

６
８と

き
▼
１１
月
２６
日
㈫
午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
市
役
所
４
階
会
議
室
４０１

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
次

回
の
教
育
委
員
会
は
、
１２
月
２５
日
㈬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課
�
７８８
―
４
９

６
５と

き
▼
１１
月
２２
日
㈮
午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０４

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
変
更
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
事
務
局
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
次
回
の
農
業
委
員
会
総

会
は
、
１２
月
２４
日
㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局
�
７８８

―
４
９
３
２

市
で
は
、
児
童
が
学
校
生
活
で
必
要
な

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
就
学
援
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
就
学
援
助
費
の
う
ち
、

桶
川
市
立
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
児

童
の
保
護
者
に
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
（
所
得
に

よ
る
審
査
が
あ
り
ま
す
）。
該
当
の
児
童

が
い
る
保
護
者
で
希
望
す
る
人
は
、
申
請

書
と
必
要
書
類
を
小
学
校
ま
た
は
学
務
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
▼
①
小
学
校
入
学
予
定
の
保

護
者
は
１１
月
１５
日
㈮
〜
令
和
２
年
１
月
１７

日
㈮
《
必
着
》

②
小
学
６
年
生
の
保
護
者
は
随
時
受
け
付

け
し
、
令
和
２
年
１
月
３１
日
㈮
《
必
着
》

※
小
・
中
学
校
の
申
請
と
も
に
、
土
・
日
・

祝
日
お
よ
び
１２
月
２８
日
㈯
〜
令
和
２
年
１

月
５
日
㈰
を
除
く
。

※
６
年
生
で
就
学
援
助
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
申
請
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
�
学
務
課
�
７８８
―
４
９
６
９

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年
度
に
市

内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
臨
時
的
任
用

教
員
と
し
て
勤
務
を
希
望
す
る
ま
た
は
、

今
年
度
の
勤
務
を
希
望
す
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

勤
務
場
所
▼
市
内
小
・
中
学
校

勤
務
条
件
▼
週
５
日
勤
務

１
日
７
時

間
４５
分
勤
務
の
月
給
制
（
県
の
給
与
条
例

に
よ
る
）
※
勤
務
期
間
や
勤
務
開
始
日
は

勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
直
接
、

学
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
▼
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の

教
員
免
許
状
を
有
す
る
人
（
取
得
見
込
み

も
可
）

応
募
受
付
▼
１２
月
２５
日
㈬
（
第
１
次
締

切
り
）
※
そ
の
後
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法
▼
学
務
課
へ
直
接
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
面
接
日
を
調
整
し
ま
す
。
面

接
時
、
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
と
該
当

免
許
状
（
取
得
見
込
み
の
人
を
除
く
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
▼
面
接
後
、
決
定
し
ま
す
。

※
必
ず
採
用
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

非
常
勤
講
師
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

常
勤
が
難
し
い
場
合
は
、
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
学
校
事
務
職
員
・
学
校
栄

養
職
員
も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
務
課
�
７８８
―
４
９
６
９

去る９月２１日㈯、城山公園の大池で「初めての魚釣り体
験」が開催されました。
このイベントは、魚釣りの経験のないお子さん等に、釣

りの楽しさを感じながら親子で触れ合うことのできる機会
を提供しようと、城山公園の指定管理者である桶川市シル
バー人材センターの主催（後援：公益財団法人日本釣振興
会埼玉県支部、協賛：マルキユー株式会社）で行われたも
のです。
当日は、子ども２８名と保護者２２名が参加し、皆さん、大

小様々な魚を釣り上げ、笑顔で釣りを楽しんでいらっしゃ
いました。私も、童心に返り、試しに釣り糸を垂らしてみ
たところ、なんと、４０㎝越えの大物（コイ）が食いつき、
なんとか釣り上げることができ、久しぶりに、子どもの頃
に味わったワクワク感を感じることが出来ました。私が子
どもの頃は、市内にも魚釣りができる川や水路が身近にあ
り、友人達とよく釣りをした思い出があります。最近は、そ
うした場所が少なくなってきているように感じます。
城山公園では、昨年４月にバーベキ

ュー場がオープンしました。今回、笑
顔で魚釣りを楽しむ親子の姿を見て、
これからも指定管理者であるシルバー
人材センターと協力しながら、たくさ
んの人たちが魚釣りやバーベキューを
はじめ、多目的に楽しむことのできる
公園にしていきたいと思いました。

次
の
①
〜
⑨
の
各
職
種
を
募
集
し
ま

す
。勤

務
場
所
▼

①
②
③
④
⑤
�
市
内
小
・
中
学
校

⑦
�
市
内
小
学
校

⑥
�
市
内
中
学
校

⑧
⑨
�
教
育
セ
ン
タ
ー

勤
務
日
（
令
和
元
年
度
実
績
）
▼

表
内
の
標
準
勤
務
日
数
参
照
※
基
本
的

に
授
業
日
２０２
日
の
う
ち
表
内
の
日
数

勤
務
時
間
▼
各
職
種
・
学
校
な
ど
に

よ
る

応
募
期
間
▼
１１
月
５
日
㈫
〜
１２
月
２０

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

応
募
方
法
▼
必
要
書
類
を
直
接
、
市

役
所
４
階
の
学
校
支
援
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
▼
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）、

教
員
免
許
状
な
ど
各
種
資
格
が
あ
る
場

合
は
そ
の
写
し
。

採
用
▼
面
接
（
令
和
２
年
１
月
下
旬

予
定
）
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
詳
し
い

日
時
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
連
絡
し
ま

す
。詳

し
く
は
�
学
校
支
援
課
�
７８８
―
４

９
６
７
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市長元気通信

桶川市長

しっかりエサをつけて

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第5期】

納期限…12月2日
納付は期限内に！

今月の納期

前回
採用実績

２２人

２４人

５人

１１人

５人

４人

２人

３人

４人

応募資格など

学校教育に理解があり、子どもが好
きで英語やパソコン（プログラミン
グ）、ピアノなどが得意な人歓迎。
経験者の応募も可。

特別支援教育に理解と意欲があり、
子どもとともに行動できる人。

小学校低学年の教育指導などに理解
と意欲があり、子どもが好きな人。

図書館教育に理解と意欲があり、読
書や読み聞かせが好きな人。

学校教育に理解があり、集団適応へ
の支援や日本語の指導ができる人。

学校教育に理解があり、子どもの悩
みについて学校教育相談に関する知
識や経験を有する人。
学校教育に理解があり、子どもの悩
みについて学校教育相談に関する知
識や経験を有する人。
保護者・子どもの学校生活などの悩
みについて、相談に応じることので
きる知識や経験を有する人。
学校教育に理解があり、不登校など
の児童生徒とかかわった経験のある
人。小学校または中学校の教員免許
状を有する人。

勤務内容

授業の指導補助およびその
他教育業務

特別支援学級を中心とした、
配慮を必要とする児童生徒
の指導補助
小学校低学年（主に１年生）
の教育活動における担任の
補助
図書の貸し出しや読み聞か
せ、本の修理など、学校図
書館教育の補助
外国籍児童生徒など、日本
語の理解が十分でない児童
生徒の指導
中学生の「心の悩み」に対
応した、相談および指導・
支援
小学生の「心の悩み」に対
応した、相談および指導・
支援
子育て・不登校・暴力・い
じめなどに関する悩みの面
接相談、電話相談業務

適応指導教室に通う不登校
などの児童生徒の学校復帰
に向けた教育業務

募集職種

①教育指導補助員
【１７５日】

②特別支援指導
補助員
【１８０日】
③小１プロブレム
学級支援員
【１２０日】
④学校図書館
教育補助員
【１２０日】

⑤日本語指導員
【４８日】

⑥桶川市さわやか
相談員
【２１０日】

⑦スマイル相談員
【１２０日】

⑧桶川市教育セン
ター相談員
【１５６日】

⑨桶川市学校適応
指導教室指導員
【１２０日】

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

よ～し、たくさんつるぞー

大物Get！
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����

����

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336
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国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付
確
認
書
は
、

令
和
２
年
１
月
に
郵
送
し
ま
す

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す

月額
（一部支給）
42,900円～
10,120円
10,130円～
5,070円
6,070円～
3,040円

（１人につき）
※所得制限があります。申請者やその配偶者および
同居など生計を同じくしている扶養義務者（申請者
の直系親族、兄弟姉妹）の所得によって支給停止と
なる場合があります。

月額
（全額支給）

42,910円

10,140円

6,080円
（１人につき）

子どもの
人数

１人の場合

２人目
加算額

３人目
以降加算額

月額
（１人について）

52,200円

34,770円

※所得制限があります。申請者
やその配偶者および同居など生
計を同じくしている扶養義務者
（申請者の直系親族、兄弟姉
妹）の所得によって、支給停止
となる場合があります。

障害の状況

１級（重度）

２級（中度）

平
成
３１
年
お
よ
び
令
和
元
年
中
の
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

お
よ
び
介
護
保
険
料
の
納
付
金
額
は
、
確

定
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
適
用

さ
れ
ま
す
。
保
険
税
や
保
険
料
を
納
付
し

た
人（
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
）に
は

確
認
書
類
と
し
て
、「
国
民
健
康
保
険
税
納

付
確
認
書
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納

付
確
認
書
、介
護
保
険
料
納
付
確
認
書
」を
、

令
和
２
年
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
な

お
、年
末
調
整
の
た
め
、早
め
に
必
要
な
人

は
、
直
接
担
当
課
の
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
世
帯
主
ま
た
は

同
居
の
家
族
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。※
年

金
天
引
き
で
の
支
払
額
は
、
日
本
年
金
機

構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
公
的
年
金
な
ど

の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課
�
７８８
―
４
９

４
２
ま
た
は
高
齢
介
護
課
�
７８８
―
４
９
３

７
毎
年
暮
れ
に
な
る
と
そ
の
年
の
所
得
税

の
過
不
足
を
調
整
す
る
た
め
の
年
末
調
整

や
、
翌
年
２
〜
３
月
に
は
確
定
申
告
を
行

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
額

は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
り

ま
す
。「
社
会
保
険
料
控
除
」
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
証
明
書

を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
送
付
▼
平
成
３１
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
９
月
３０
日
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人

2
月
送
付
▼
令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
１２
月
３１
日
に
そ
の
年
に
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

問
合
せ
�
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
―
００３
―
００４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０５０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合
は

�
０３
―
６
６
３
０
―
２
５
２
５
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日
の

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
）
ま
た
は
大

宮
年
金
事
務
所
�
６５２
―
３
３
９
９

児
童
扶
養
手
当
制
度

こ
の
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

も
し
く
は
主
と
し
て
生
計
を
維
持
す
る
養

育
者
に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

支
給
対
象
者
▼

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害
（「
父
ま

た
は
母
の
障
害
の
基
準
」
の
い
ず
れ
か
に

該
当
）
が
あ
る
子
ど
も
※
障
害
の
基
準
に

つ
い
て
は
子
ど
も
未
来
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

�
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

�
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子

ど
も
※
婚
姻
に
は
、
婚
姻
届
を
提
出
し
て

い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
場
合
（
内
縁
関
係
な
ど
）
を

含
み
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
こ
の
手
当
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

�
申
請
者
や
子
ど
も
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
と
き

�
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子

生
活
支
援
施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
と
き

※
平
成
１０
年
３
月
３１
日
以
前
に
手
当
の
支

給
要
件
に
該
当
し
た
も
の
の
、
手
当
の
申

請
を
せ
ず
、
か
つ
、
そ
の
間
に
手
当
の
支

給
要
件
に
該
当
し
な
い
事
由
が
発
生
し
な

か
っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

手
当
額
▼

支
給
期
間
▼
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
子

ど
も
が
満
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
３１
日
ま
で
（
た
だ
し
、
子
ど
も
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
２０
歳
に
な
る

ま
で
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
育
て
て
い
る
人
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

支
給
対
象
者
▼
精
神
ま
た
は
身
体
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
２０
歳
未
満
の
子
ど
も
を

家
庭
で
育
て
て
い
る
人

※
障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
は
、
精
神
の
障

害
の
場
合
は
１
人
で
は
ま
っ
た
く
日
常
生

活
が
で
き
な
い
か
、
著
し
く
制
限
さ
れ
る

程
度
。
身
体
の
場
合
は
、
お
お
む
ね
身
体

障
害
者
手
帳
一
、
二
級
ま
た
は
三
級
程
度
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
こ
の
手
当
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

�
申
請
す
る
人
や
子
ど
も
が
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
な
い
と
き

�
子
ど
も
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

�
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
と
き

手
当
額
▼

遺
児
手
当
制
度

支
給
対
象
者
▼
親
権
者
、
後
見
人
そ
の

他
の
人
で
あ
っ
て
、
父
ま
た
は
母
も
し
く

は
父
母
が
共
に
死
亡
し
て
い
る
世
帯
の
子

ど
も
を
現
に
監
護
し
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
※
こ
の
制
度
に
所
得
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

手
当
額
▼
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
３

千
円
※
平
成
３１
年
４
月
分
か
ら
手
当
額
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

支
給
期
間
▼
受
給
資
格
を
認
定
さ
れ
た

日
の
属
す
る
月
か
ら
、
満
２０
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
３１
日
、
ま
た
は
受

給
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で

「「浄浄化化槽槽維維持持管管理理一一括括契契約約制制度度」」をご利用ください
詳しくは�県水環境課�830－3083または

市環境課�788－4925
浄化槽は、家庭のし尿や生活雑排水を処理する大切な施設です。

浄化槽管理者（使用者）には、浄化槽の①清掃（汚泥などの引き抜
き）、②保守点検（装置の調整、消毒薬の補充など）、③法定検査（処
理水の検査、総合診断）などの維持管理が、法律により義務付けら
れています。
これまで、これらの維持管理はそれぞれの業者に依頼（委託）し

なければなりませんでしたが、１１月からは清掃業者または保守点検
業者が窓口業者となり、３つの維持管理を一括して契約し、実施時
期などを総合管理できるようになります。
この一括契約制度を利用することにより、個々に依頼する必要が

なくなり、清掃・点検などの頼み忘れがなくなります。ぜひ、浄化
槽一括契約制度を利用してください。

県が業務を委託した桶川市シルバー人材センターの会員が、浄化
槽を利用する皆さんの自宅を訪問（注）して、浄化槽の「維持管理義
務」と「維持管理一括契約制度」の説明を行います。
訪問期間�１１月～令和２年３月

（注）訪問者は、県が交付した顔写真入りの身分証明書を携帯しています。

～浄化槽維持管理の訪問説明のご案内～

令和２年度『ごみ収集日程表』に
掲載する広告を募集します

詳しくは�リサイクル推進課�728－1902

市では、令和２年度の「ごみ収集日程表」
に掲載する広告主を募集します。募集概要は
次のとおりです。申込書などは市ホームペー
ジに掲載しています。
募集広告の媒体�令和２年度ごみ収集日程表
（カラー印刷）
広告の大きさ�１枠あたり縦５０㎜、横７９㎜
募集枠�５枠 掲載料�１回１枠５０，０００円
発行�年１回（『広報おけがわ』３月号と同
時配布予定）
募集期間�１１月５日㈫～１２月５日㈭
応募資格�県内に事業所を有する人
※掲載の優先順位は、受け付け順で、市内に
事業所を有する人を優先とします。
広告の要件�桶川市有料広告枠設置取扱要綱
のとおり
申込方法�桶川市ごみ収集日程表広告掲載申
込書に必要事項を記入し、広告原案などの必
要書類とともに、直接、リサイクル推進課へ
申し込みください。

児
童
扶
養
手
当
制
度
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
・
遺
児
手
当
制
度
の
ご
案
内

詳
し
く
は
�
子
ど
も
未
来
課
�
７８８
―
４
９
４
５

【一括契約制度のイメージ】
清掃業者

保守点検業者

法定検査機関

窓口業者
（清掃業者ま
たは保守点検
業者）

一括契約
浄化槽
管理者
（使用者）

対前年
同月比

△５５件

０人

△５９人

運転は 無駄なく 無理なく 油断なく

平成30年
8月末

１９９件

０人

２３２人

令和元年
8月末

１４４件

０人

１７３人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2019．11 662019．1177

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た
緊
急

地
震
速
報
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い

桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業

生
活
援
護
金
を
支
給
し
ま
す

住
民
票
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

へ
の
旧
姓（
旧
氏
）の
併
記
に
つ
い
て

と
き
▼
１１
月
５
日
㈫
午
前
１０
時
頃
（
状

況
に
よ
り
中
止
も
あ
り
）

【
放
送
内
容
】
訓
練
で
す

（
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。
只
今
か

ら
、
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

【（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）
緊
急

地
震
速
報
。
大
地
震
（
お
お
じ
し
ん
）
で

す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
】
×
３
回

こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課
�
７８８
―
４
９

２
６

桶
川
市
消
防
団
の
特
別
点
検
実
施
に
伴

い
、
１１
月
２３
日（
土
・
祝
）
午
前
７
時
に
市

内
全
域
で
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

【
サ
イ
レ
ン
信
号
】

１５
秒
吹
鳴
�
６
秒
休
み
�
１５
秒
吹
鳴

特
別
点
検
で
は
、
服
装
規
律
点
検
・
機

械
器
具
点
検
・
放
水
訓
練
な
ど
を
行
う
も

の
で
、
午
前
８
時
か
ら
桶
川
小
学
校
校
庭

で
実
施
さ
れ
ま
す
（
雨
天
時
な
ど
は
体
育

館
で
実
施
）。
市
民
の
皆
さ
ん
も
見
学
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課
�
７８８
―
４
９

２
６埼

玉
県
共
同
募
金
会
が
中
心
と
な
り
、

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
配

分
金
を
受
け
、
生
活
援
護
金
を
支
給
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
本
年
度
市
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
（
生
活
保
護
世
帯
は
除
く
）

申
込
み
▼
「
歳
末
た
す
け
あ
い
援
護
事

業
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

11
月
27
日
㈬
ま
で
に
、
担
当
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も
し
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会
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協
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て

く
だ
さ
い
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書
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、
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協
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で
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し
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い
ま
す
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出
す
る
場

合
は
、
市
県
民
税
非
課
税
証
明
書
の
添
付

が
必
要
で
す
。
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「協働」とは、何らかの目標を共有し、ともに
力を合わせて活動することをいいます。市との協
働により、身近な地域の課題解決に向けて取り組
みましょう。
課題解決のために提案された事業は、桶川市協

働審議会において審査をし、採択された場合は、
協定書を締結して市と協働で実施されます。また、
採択された事業には補助金を交付します。

提案できる人�市民公益活動団体（ボランティア
団体、NPO法人、自治会などの地域団体、PTA、
子ども会など）
※応募資格要件あり。詳細は募集要項を参照して
ください。
対象事業�団体が自由にテーマを設定する提案
（自由提案型）、市の設定したテーマに対しての
提案（テーマ設定型）のいずれかで、次の①～③
すべてを満たすもの
①市内で行う公益的・社会貢献的な事業であって、
市民公益活動団体と市が一緒に協力・連携して取

り組むことにより、地域課題または社会的課題の
解決が図られる事業
②提案する団体の目的または通常の活動に沿った
事業
③提案する団体と市の役割分担が明確で、双方の
責任において実施される事業で、令和２年４月１
日から令和３年３月３１日までの期間に実施・完了
する事業
補助額�１事業あたり上限１００万円
※活動歴１年未満の団体は上限１０万円
提案書提出期間�１１月１日㈮～１２月２７日㈮
※提案を希望する団体は、提案書提出期限前まで
に必ず相談してください。
審査�桶川市協働審議会で書類審査会や口頭説明
会を行い、審査します。
※事業の詳細は、１１月１日㈮以降配布予定の募集
要項を確認してください。募集要項・申請書類は、
自治文化課、市民活動サポートセンターに設置し
ます。また、市ホームページからもダウンロード
できます。

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルミミミミミミミミミミミミミミミミミミミネネネネネネネネネネネネネネネネネネネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンン点点点点点点点点点点点点点点点点点点点灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯ののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
点灯式日時�１１月２２日㈮午後６時
点灯期間�令和２年１月下旬まで
点灯場所�桶川駅西口ロータリー
☆各企業や団体、市民の皆さんか
らの協賛金を募集しています。
問合せ�（一社）桶川市観光協会

�776－8590

市民の皆さんの知恵やノウハウを活かして、市と一緒に課題解決に向けて
取り組んでみませんか ～協働推進提案事業（令和２年度実施事業）募集～

詳しくは�市民活動サポートセンター�786－2400

第17回北足立郡市町人権フェスティバル
詳しくは�人権・男女共同参画課�788－4907

多くの人々の交流を促進し、差別や偏見のない、人権が尊重されるまちづくりを目指して「北足立郡市町
人権フェスティバル」を開催します。入場は無料で、事前申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
と き�１１月８日㈮午前１０時～午後３時３０分
ところ�川口総合文化センター・リリア

なな み ゆう き

内 容�【オープニングイベント】七海 有希さん（シンガーソングライター）
め い

金子 芽生さん（アルパ奏者）※アルパ：スペイン語でハープの事
【講演】演題：「動けば動く ～差別・偏見の壁を壊そう～」

やぶもと

講師：薮本 雅子さん（元日本テレビアナウンサー・記者）
【その他】各市町団体の物産展示・販売、人権啓発DVD上映、人権啓発パネル展示 ほか

お詫びと訂正について
広報おけがわ６月号４ページの国民健康保険税改

正の記事の中で、①所得の計算方法の公的年金収入
の表中の太枠部分に誤りがございましたので、訂正
してお詫び申し上げます。
【公的年金収入】

控除額

所得金額「０円」
－７００，０００円
－３７５，０００円
－７８５，０００円
－１，５５５，０００円

控除額

所得金額「０円」
－７００，０００円
－３７５，０００円
－７８５，０００円
－１，５５５，０００円

割合

×１００％
×７５％
×８５％
×９５％

割合

×１００％
×７５％
×８５％
×９５％

公的年金等の収入金額
まで

～７００，０００円
１，２９９，９９９円
４，０９９，９９９円
７，６９９，９９９円

７，７００，０００円～
給与所得の金額

まで
～７００，０００円
１，２９９，９９９円
４，０９９，９９９円
７，６９９，９９９円

７，７００，０００円～

から

７００，００１円
１，３００，０００円
４，１００，０００円

から

７００，００１円
１，３００，０００円
４，１００，０００円

年齢

６５歳未満

昭和２９年
１月２日
以後生

年齢

６５歳未満

昭和２９年
１月２日
以後生

広報おけがわ１０月号の３ページの総合アート展の
開催日程に誤りがありました。訂正して、お詫び申
し上げます。

正 １１月４日 誤 １１月４月

正

誤

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336
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桶川市ホームページアドレス
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情報ステーション
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桶川市役所 786―3211（代表）
桶川市教育委員会 786―0336

詳しくは 職員課☎788ー4911

職員の人事評価の状況2
平成 30 年度の実施状況

区分 内　容

評価期間 【能力評価】平成30年４月１日～平成31年３月31日
【実績評価】平成30年４月１日～平成31年３月31日

評価基準日 【能力評価】平成31年１月１日
【実績評価】平成31年１月１日

区分 内　容

評価対象者 特別職、他団体から派遣されている職員を除く全
職員

評価項目 【能力評価】職務遂行過程における能力の発揮状況
【実績評価】業務目標の達成度

職員の分限および懲戒処分の状況（平成30年４月１日～平成31年３月31日）5
（１）分限処分　11人

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況4
（１）勤務時間の状況（平成31年４月１日現在）

１週間の勤務時間 勤務時間の割り振り

38時間45分 始業 終業 休憩時間 週休日
８：30 17：15 60分 土･ 日曜日

（２）年次有給休暇の取得状況（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数
17,738日 4,438.5日 471人 9.4日

（３）育児休業等取得状況（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
区　分 男 女
継　続 0 12
新　規 5 9

（４）時間外勤務の状況（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
対象職員数 時間外勤務総時間数 平均時間外勤務時間数（１ヵ月）

363 54,400 13.4

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成31年４月１日現在）　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計標準的な職務内容 主事補・技師補 主事・技師 主任 係長 副課長 課長 副部長 部長
職員数 21 75 90 61 27 30 15 7 326
構成比 6.4％ 23.0％ 27.7％ 18.7％ 8.3％ 9.2％ 4.6％ 2.1％ 100％

職員の任免および職員数に関する状況1
（１）新規採用の状況（平成31年４月１日現在）

区　分
新規採用 再

任
用

任
期
付

受験
人数

採用人数
男 女 合計

一 般 行 政 職 79 5 16 21 16 11
事 務 職（ 一 般 ） 65 4 8 12 10 6
事務職（身体障害者） 2 0 0 0 0 0
事務職（埋蔵文化財） 2 1 0 1 0 0
技 術 職（ 建 築 ） 0 0 0 0 1 0
保 育 士 10 0 8 8 5 5

現 業 職 0 0 0 0 2 0
※再任用、任期付については、平成 31 年 4 月 1 日に在籍している職員数です。

（４）職位別昇格者数（平成31年４月１日付）
職　　位 部長級 副部長級 課長級 副課長級 係長級 主任級 主事級
昇格者数 1 1 10 6 20 23 7

（５）職員数の状況（各年４月１日現在）

職員数 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
430 430 433 437 436 440 439 438 442 448

（３）部門別職員数
　　  （各年４月１日現在：地方公共団体定員管理調査から）

部　　門 職員数 対前年
増　減Ｈ30 Ｈ31 

議　会 6 6 0
総　務 98 105 7
税　務 30 28 △2
労　働 1 1 0
農　水 4 4 0
商　工 10 10 0
土　木 51 50 △1
民　生 122 127 5
衛　生 37 35 △2

一般行政計 A 359 366 7
教　育 50 50 0

特別行政計 B 50 50 0
普通会計の計　C ＝A+B 409 416 7

下　水 9 8 △1
その他 24 24 0

公営企業の計D 33 32 △1
合計　C+D 442 448 6

※地方公務員の育児休業等に関する法律に基づく任期付職員について
は除外しています。

（２）退職の状況（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

区　分 定年
退職

勧奨
退職

そ　の　他 合
計普通

退職
分限
免職

懲戒
免職 失職 死亡

退職
任期
満了

一般行政職 6 1 7 0 0 0 1 7 22

現業職 1 0 1 0 0 0 1 0 3

（８）特別職の報酬の状況（平成31年４月１日現在）
区　分 給料月額等 期末手当
市　長
副市長
教育長

902,000円
770,000円
714,000円

年間4.45月分

議　長
副議長
委員長
議　員

437,000円
384,000円
368,000円
358,000円

年間4.45月分

（７）職員手当の状況（平成31年４月１日現在）
区分 期末・勤勉手当 退職手当 扶養手当（月額） 住居手当（月額） 地域手当

桶
川
市

年間支給率4.45月分
(2.35月分)
職制上の段階、職務等によ
る加算措置
※(　) は、再任用短時間勤
務職員に係る支給割合

勤 続 年 数
勤 続20年
勤 続25年
勤 続35年
最 高 限 度

自 己 都 合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.709月分

勧 奨・ 定 年
24.586875月分
33.27075月分
47.709月分
47.709月分

配偶者 6,500円※
子 10,000円
配偶者以外 6,500円※
満16～22歳までの子
 5,000円加算
※８級職の職員は3,500円

借家等居住者
 最高27,000円まで
持家居住者
 4,500円

（支給率）
10％

国

年間支給率4.45月分
(2.35月分)
職制上の段階、職務等によ
る加算措置
※(　) は、再任用短時間勤
務職員に係る支給割合

勤 続 年 数
勤 続20年
勤 続25年
勤 続35年
最 高 限 度

自 己 都 合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.709月分

勧 奨・ 定 年
24.586875月分
33.27075月分
47.709月分
47.709月分

配偶者 6,500円
子 10,000円
配偶者以外 6,500円
満16～22歳までの子
 5,000円加算
※８級職以上の職員は3,500円

借家等居住者
 最高27,000円まで

（支給率）
10％

桶川市
地域

地域手当 地域における民間の賃金水準や物価等の事情を考慮して支給する手当
通勤手当 交通機関利用者は運賃相当額、交通用具利用者は距離に応じて算出した額
特殊勤務
手 当

著しく危険、不快な業務など、特殊な業務に従事する職員に対して支
給する手当、清掃作業手当や行旅死亡人取扱手当など６種類。

時 間 外
手 当 × ～125 175

100 100

（1時間当たりの算出方法）
( 給料月額＋地域手当) ×12月

(1週間の勤務時間×52) －（祝日及び年
末年始の休日の日数×１日の勤務時間）

職員の服務の状況6
（１）職員の守るべき義務の概要

　法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失
墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義務、
政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利企業等の
従事制限

（２）営利企業等従事の許可状況
（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
１件（スポーツ推進委員）
１件（文化財保護審議会委員）１件（宮司代行）
２件（手話通訳者）　１件（講師）　１件（少年指導委員）

職員の研修の状況（平成30年４月１日～平成31年３月31日）7
（１）職員研修の概要　延べ656人参加

①階層別研修　106人
内訳…�新規採用職員研修（前期・後期）、主事級研修、主任

級研修、係長級研修、副課長級研修、課長級研修
②法律研修　56人
内訳…憲法研修、地方公務員法研修、民法研修、行政法研修

③特別研修　426人
内訳…�財務研修、手話研修、リサイクル研修、人事

評価研修
④派遣研修　68人
内訳…�自治大学校、彩の国人づくり広域連合、市町

村アカデミー、北足立北部共同研修会　ほか

職員の福祉および利益の保護の状況（平成30年４月１日～平成31年３月31日）8
（１）定期健康診断の実施状況　414人 （２）公務災害等の発生状況　公務中　４件　通勤中　０件

埼玉県央広域公平委員会からの報告事項9
（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

平成30年度は、措置要求案件はありませんでした。
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

平成30年度は、不服申立て案件はありませんでした。

（１）職員給与費の状況（令和元年度普通会計予算）

区　分 職員数 給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

R 元年度 430人 1,560,341千円 492,555千円 682,034千円 2,734,930千円

注 1）職員手当には退職手当を含みません。
注 2）給与費は当初予算に計上された額です。

（２）職員の平均給料月額および
　   平均年齢の状況（平成31年４月１日現在）

一般行政職
平均給料月額 平均年齢
309,790円 39.8歳

（４）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成31年４月１日現在）
区　分 経験年数10年以上15年未満 経験年数20年以上25年未満

一　般
行政職

大学卒 280,902円 377,663円
高校卒 248,620円 312,529円

（３）職員の初任給の状況（平成31年４月１日現在）
区　分 初任給

桶川市 一般行政職 大学卒 187,200円
高校卒 158,300円

埼玉県 一般行政職 大学卒 187,200円
高校卒 153,000円

国 一般行政職 大学卒 180,700円
高校卒 148,600円

職員の給与の状況3

（５）人件費の状況（平成30年度普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口 歳出額A 実質収支 人件費B 人件費比率（B/A）

注） 人件費には、特別職
に支給される給料、
報酬などを含みます。

30年度 平成31年１月１日現在
75,408人 22,481,276千円 427,668千円 3,803,310千円 16.9％

人事行政の運営状況等を公表

2019. 11 10
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予告 令和 2年度中学校新入学セール令和 2年度中学校新入学セール令和 2年度中学校新入学セール

★小学校　卒業式用衣装　無料レンタル（大好評です）
男子学生服上下・女子制服三つ組み　購入特典

男子ブレザー・ズボン・ネクタイ　女子ブレザー・スカート・リボン

★男子学生服・女子制服配送無料サービス！！
★スポーツバッグ等プレゼント 
★グループ購入特典あり（2名様より）
★出張採寸できます（ご希望場所） ★その他特典多数あり

※先着順で貸し出しいたしますので、品切れの場合はご了承ください

※詳しいパンフレットをご希望の方はお申し出ください。
　後日郵送いたします。（電話・FAX・E‐mail）

桶 川 市 南 ２－６－５
電話 ０４８－７７１－１０４８／ＦＡＸ ０４８－７７１－１２０１
E-mail：ootsukaya2006@tbc.t-com.ne.jp
http://www2.tbb.t-com.ne.jp/ootsukaya/
営業時間　１０：００～１９：００　月曜日定休

学生衣料

桶川市内各小学校
・メッシュ型半袖体育着　・長袖体育着
　　　　　　　　　　　 各種品揃え

☆好評販売中！！予約・採寸期間

１１月３０日㈯～
翌年2月２５日㈫
　　　　　まで
１１月３０日㈯より
予約・採寸開始
※採寸は後日で
　構いません。

「
恋
た
ま
」で
婚
活
し
ま
せ
ん
か
！

〜
桶
川
出
張
所
を
開
設
し
ま
す
〜

１１
月
１
日
は「
彩
の
国
教
育
の
日
」

�
検索彩の国教育の日

２
０
２
０
年
版
埼
玉
県
民
手
帳
の

販
売
を
し
て
い
ま
す

簡
易
専
用
水
道
の
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

年
間
８００
万
ト
ン
！
こ
の
数
字
、
わ
か

り
ま
す
か
。
海
に
流
れ
込
む
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
量
で
す
。
軽
く
て
丈
夫
で
加
工

し
や
す
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
多
方
面

に
わ
た
り
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
反

面
、
分
解
さ
れ
に
く
い
と
い
う
欠
陥
も

あ
り
ま
す
。
海
に
流
れ
込
ん
だ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
波
や
紫
外
線
な
ど
の
影
響

を
受
け
、
長
い
年
月
を
か
け
て
細
か
く

砕
か
れ
、
５
㎜
以
下
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
な
り
海
を
漂
い
続
け
ま
す
。

こ
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

海
の
動
物
の
生
態
系
に
悪
影
響
を
お
よ

ぼ
し
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
量

の
レ
ジ
袋
を
飲
み
込
ん
だ
ク
ジ
ラ
や
、

ス
ト
ロ
ー
が
鼻
に
刺
さ
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ

の
写
真
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
は
、
一
人
当
た
り
の
使
い
捨
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
が
、
第
一
位
の

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
第
二
位
と
の
こ
と
。

こ
の
現
状
か
ら
私
た
ち
も
脱
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
産
業
界
で
は
、
既
に
レ
ジ
袋

の
有
料
化
や
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
使
用

済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
の
強
化
な

ど
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
飲
食

店
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ス
ト
ロ
ー
か
ら

植
物
由
来
の
ス
ト
ロ
ー

に
切
り
替
え
て
、
口
当
た
り
が
よ
い
と

好
評
と
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
も
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
向
け

て
、
ま
ず
分
別
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
、

そ
し
て
５
Ｒ
を
理
解
し
小
さ
な
一
歩
か

ら
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
人
ひ
と
り
は
微
力
で
も
決
し
て
無
力

で
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使

わ
な
い
生
活
は
難
し
い
で
す
が
、
マ
イ

ボ
ト
ル
の
持
参
や
エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
ち

歩
く
こ
と
か
ら
ま
ず
始
め
ま
し
ょ
う
！

【
5
Ｒ
と
は
…
】

※
①
リ
デ
ュ
ー
ス

ご
み
発
生
抑
制

（
ご
み
を
出
さ
な
い
）

※
②
リ
ユ
ー
ス

ご
み
の
再
使
用
（
何

度
も
使
う
）

※
③
リ
サ
イ
ク
ル

再
生
利
用
（
ご
み

を
再
生
し
て
使
う
）

④
リ
フ
ュ
ー
ズ

拒
否
（
不
要
な
物
は

買
わ
な
い
）

⑤
リ
ペ
ア

修
繕
（
直
し
て
使
う
）

※
こ
の
う
ち
３
Ｒ
を
市
で
は
第
１
段
階

と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

☆
桶
川
市
く
ら
し
の
会
で
は
、
随
時
会

員
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課
�
７８８
―
４

９
１
９

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
恋
た
ま
）
は
、
結
婚
を
誠
実
に

希
望
す
る
独
身
男
女
に
出
会
い
の
機
会
を

提
供
す
る
県
の
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
結
婚
希
望
の
人
に
、
マ

ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
県
内
に
設
置
す
る

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
、
出
会
い
か
ら
交

際
、
結
婚
に
至
る
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。今

回
、
桶
川
出
張
所
を
開
設
し
、
出
張

登
録
会
を
開
催
し
ま
す
。
す
で
に
登
録
済

み
の
会
員
は
、
相
談
も
で
き
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
９
日
㈯
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
、
１
人

３０
分
）

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０１

対
象
▼
①
結
婚
を
希
望
し
、
自
ら
婚
活

す
る
意
思
の
あ
る
２０
歳
以
上
の
独
身
男
女

②
県
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
近
い
将

来
埼
玉
県
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
人

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
人

定
員
▼
１０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
１
６
�
０
０
０
円
（
税
込
・
２

年
間
有
効
）
※
市
内
在
住
者
は
１
１
�
０

０
０
円
。

持
ち
物
▼
運
転
免
許
証
な
ど
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

恋
た
ま
Ｈ
Ｐ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼
あ
ら
か
じ
め
、
恋
た
ま
Ｈ
Ｐ

か
ら

▲QRコード

予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
は
１１
月
６
日
㈬
ま

で
。（https://w

w
w
.

koitam
a.jp

）

問
合
せ
▼
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
事
務
局

�
７８９
―
７
７
２
１
（
火
〜
日
曜
日
の
午
前

１１
時
〜
午
後
６
時
３０
分
）

「
彩
の
国
教
育
の
日
」
を

き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
育
成
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
▼
県
生
涯
学
習
推

進
課
�
８３０
―
６
９
７
９

埼
玉
県
な
ら
で
は
の
情
報
が
満
載
の
、

埼
玉
県
民
手
帳
を
、
市
役
所
３
階
企
画
調

整
課
で
１２
月
１３
日
㈮
ま
で
販
売
し
ま
す
。

１
冊
５５０
円
（
税
込
）
※
在
庫
が
な
く
な

り
次
第
終
了
。

詳
し
く
は
�
企
画
調
整
課
�
７８８
―
４
９

０
２

ビ
ル
、
集
合
住
宅
、
学
校
な
ど
に
設
け

ら
れ
た
受
水
槽
を
も
つ
水
道
の
う
ち
、
受

水
槽
の
有
効
容
量
が
１０
㎥
を
超
え
る
も
の

は
「
簡
易
専
用
水
道
」
で
す
。

簡
易
専
用
水
道
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
、

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
確
保
す
る
た
め
定

期
的
な
検
査
や
清
掃
な
ど
、
衛
生
的
な
管

理
が
設
置
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
毎
年
1
回
以
上
定
期
検
査

最
寄
り
の
検
査
機
関
（
埼
玉
県
環
境
検

査
研
究
協
会
�
０４８
―
６４９
―
５
１
１
５
な
ど
）

で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
毎
年
1
回
以
上
清
掃

清
掃
は
、
専
門
的
知
識
・
技
能
が
必
要

な
た
め
、
登
録
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
業
者
は
、
鴻
巣
保
健
所
（
�
０４８

―
５４１
―
０
２
４
９
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

③
日
常
の
検
査
・
点
検

設
置
者
は
、
日
常
的
な
管
理
を
適
切
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
水
質
確
認
�
色
、
濁
り
、
臭
い
、
味

○
水
槽
な
ど
の
点
検
�
水
槽
周
辺
の
草
刈

り
、
沈
積
物
や
浮
遊
物
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
の
施
錠
な
ど

○
書
類
の
整
理
�
給
水
系
統
の
図
面
、
清

掃
記
録
、
検
査
結
果
書
な
ど
の
保
管
整
理

詳
し
く
は
�
環
境
課
�
７８８
―
４
９
２
５

【
事
例
】

蛇
口
か
ら
水
が
漏
れ
た
の
で
「
見

積
も
り
・
出
張
無
料
」
と
書
か
れ
た

チ
ラ
シ
の
事
業
者
に
見
積
も
り
を
依

頼
し
た
。

来
訪
し
た
事
業
者
は
「
詳
し
い
見

積
も
り
の
た
め
水
道
管
の
内
部
を
見

る
」
と
蛇
口
を
取
り
外
し
、「
内
部

の
状
態
も
よ
く
な
い
。
給
水
設
備
全

体
の
交
換
が
必
要
」
と
５０
万
円
の
見

積
書
を
出
し
た
。

「
高
額
な
の
で
す
ぐ
に
は
返
事
が

で
き
な
い
」
と
言
っ
た
ら
、
蛇
口
を

取
り
外
し
た
ま
ま
帰
っ
た
。

後
刻
電
話
で
工
事
を
断
っ
た
と
こ

ろ
、「
断
る
な
ら
蛇
口
取
り
外
し
料

金
約
２
万
円
を
支
払
っ
て
」
と
言
わ

れ
た
。

（
７０
歳
代

女
性
）

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
広
告
に
「
見
積
も
り
無
料
」
と
あ
っ

た
の
に
、
実
際
は
調
査
費
や
見
積
も
り

に
か
か
っ
た
作
業
費
な
ど
を
請
求
さ
れ

た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
告
を
う
の
み
に
せ
ず
、
見
積
も
り
に

来
て
も
ら
う
場
合
は
、
見
積
も
り
に
あ

た
っ
て
料
金
は
発
生
す
る
の
か
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る
の
か
な
ど
を
、

あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

②
事
業
者
に
契
約
を
せ
か
さ
れ
て
も
慌

て
ず
、
料
金
や
内
容
を
確
認
し
、
納
得

で
き
な
い
場
合
は
そ
の
場
で
契
約
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
急
を
要
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、
安

心
し
て
依
頼
で
き
る
事
業
者
の
情
報
を

日
ご
ろ
か
ら
集
め
て
お
い
た
り
、
自
宅

の
止
水
栓
の
位
置
と
締
め
方
を
確
認
し

て
お
い
た
り
す
る
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ

う
。困

っ
た
時
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

相
談
日
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）、
相
談
時
間

午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

�
７８６

―
３
２
１
１
（
代
）

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を

ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
漏
れ
！
広
告
で
は
「
見
積
も
り
無
料
」
で
も
、

作
業
費
は
請
求
⁉

「
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336
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情報ステーション
OKEGAWA Information Station

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
９
月
現
在
４
�５
５
４
人
）

〜
脳
が
よ
ろ
こ
ぶ
〜
♪
音
の
広
場
♪

健
康
長
寿
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
ご
案
内

▲記念品（一例）

桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

フ
レ
イ
ル
予
防
講
習
会

第
二
期
桶
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画（
令
和
２
〜
６
年
度
）（
案
）

に
つ
い
て
、意
見
を
募
集
し
ま
す

と
き
▼
１１
月
２６
日
㈫
午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分
（
午
前
９
時
３０
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０４

定
員
▼
２０
人

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

申
込
み
・
詳
し
く
は
▼
１１
月
１９
日
㈫
ま

で
に
、
電
話
で
、
高
齢
介
護
課
（
�
７８８
―

４
９
３
８
）
へ
。

音
楽
の
領
域
か
ら
認
知
症
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
昔
く
ち
ず
さ
ん

だ
童
謡
や
懐
か
し
い
昭
和
の
歌
謡
曲
。
皆

さ
ん
で
思
い
出
し
な
が
ら
、
唄
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
今
年
度
最
後
の
教
室
で
す
。

内
容
▼
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
唄
遊

び
、
歌
唱
を
利
用
し
た
体
操
、
楽
器
を
使

っ
て
な
ど

対
象
▼
６５
歳
以
上
の
市
民

定
員
▼
３０
人
【
先
着
順
】

と
き
▼
１２
月
１０
日
・
２４
日
、
令
和
２
年

１
月
７
日
・
２１
日
、
２
月
４
日
の
隔
週
火

曜
日
（
全
５
回
）
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

（
午
後
１
時
３０
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

※
１
人
に
つ
き
、
年
度
内
１
回
の
受
講
。

申
込
み
・
詳
し
く
は
▼
１１
月
７
日
㈭
午

前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
高
齢

介
護
課
（
�
７８８
―
４
９
３
８
）
へ
。

対
象
の
事
業
へ
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

を
獲
得
で
き
ま
す
。
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
に

応
じ
て
、
オ
ケ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
な
ど
の
記

念
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

対
象
▼
６５
歳
以
上
の
市
民

申
請
場
所
▼
市
役
所
高
齢
介
護
課
、
保

健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）、
社
会
福

祉
協
議
会
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）、
各

公
民
館
（
休
館
日
除
く
）

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課
�
７８８
―
４
９

３
８内

容
▼
軽
い
運
動
や
栄
養
な
ど
の
座
学

を
通
じ
て
、
フ
レ
イ
ル
の
予
防
や
健
康
増

進
を
目
指
し
て
行
い
ま
す
。

※
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
と
と
も
に

筋
力
や
認
知
機
能
な
ど
、
心
や
体
の
機
能

が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で
す
。

と
き
▼
１２
月
４
日
㈬
か
ら
（
全
１０
回
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ
▼
農
業
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
３０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
１
�
０
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
み
▼
１１
月
２２
日
㈮
ま
で
に
、
参
加

費
を
お
持
ち
の
う
え
、
桶
川
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
せ
�
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�
７７７
―
１
９
２
０

市
で
は
、
今
年
度
「
第
二
期
桶
川
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
計
画
期

間
�
令
和
２
〜
６
年
度
）」
の
策
定
を
行

い
ま
す
。
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
・
意
見
の
募
集
期
間
▼
１１
月
１４
日

㈭
〜
１２
月
１３
日
㈮

意
見
を
提
出
で
き
る
人
▼

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

○
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
人

○
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

○
本
計
画
に
利
害
を
有
す
る
人

閲
覧
場
所
▼
子
ど
も
未
来
課
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
）、
各
公
民
館
（
月
曜
日
を
除
く
、
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
）、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
。

意
見
の
提
出
方
法
▼
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、郵
送（
〒
３６３
―
８
５
０
１

住
所
記
入
不
要
）・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７８６
―
５
８
８

２
）、メ
ー
ル（kodom

o@
city.okegaw

a.lg.jp
）ま
た
は
直
接
、子
ど
も
未
来
課
へ
。

提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い
▼

市
の
考
え
方
な
ど
を
踏
ま
え
整
理
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
子
ど
も
未
来
課
�
７８８
―
４

９
４
４

11月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211（代表） �786－0336
●社会福祉協議会／�728－2221 �728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

◎法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの法
律全般についての相談

１１月１日㈮・８日㈮・２２日㈮・
２９日㈮ １４：００～１７：００
１６日㈯ ９：００～１２：００
１２月６日㈮・１３日㈮・２７日㈮・
２１日㈯ ９：００～１２：００

市役所相談室

秘書広報課

◎司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成年
後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１４日㈭※次回は１２月１２日㈭
１３：００～１６：００ 市役所相談室

◎行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

５日㈫※次回は１２月２日㈪
１３：００～１６：００ 市役所相談室

◎税務相談（予約制） 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 ２７日㈬ １３：００～１６：００ 市役所相談室

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談 ２７日㈬ １０：００～１２：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 １６日㈯ ９：００～１２：００ 市役所会議室３０１

電話でも可�７８６－３２１１

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や公団・公社等への要望や苦情について
の相談

８日㈮ １０：００～１２：００
※次回は１２月１３日㈮ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室�７８８－４９０１

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室

安心安全課
犯罪被害者相談 市 役 所

職 員 犯罪被害に関する総合的相談 市役所窓口（電話でも可） 市役所相談室

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 １１日㈪・２５日㈪

１０：００～１６：００ 市役所相談室 人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談 １２日㈫ ９：００～１２：００ 地域福祉活動センター３階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００（１２：００～１３：００を除く）
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
１０：００～１５：３０（１２：００～１３：００を除く）

市役所３階
電話でも可�７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
８：３０～１７：１５

子ども未来課窓口
電話でも可 直通�７８８－４９４６ 子ども未来課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：１５～１６：３０

桶川市教育センター
直通�７８６－３２３７ 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９ 社会福祉協議会

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。 ※◎の相談について、一年度に１回のみ受けられます。

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

担担いい手手ボボラランンテティィアア入入門門講講座座
問合せ�桶川市社会福祉協議会�728－2221

誰もがいつまでも住み慣れた場所で暮らしていくためには、地域の住民
同士で支え合うことが必要です。誰かの支えとなるために、楽しく学んで、
仲間づくり・ボランティア活動・地域活動の一歩を踏み出してみませんか？

ところ�地域福祉活動センター
対 象�支え合いの活動に理解・興味のある人
定 員�各講座２０人（定員を超えた場合は抽選）※１講座のみの受講可
費 用�無料
申込み�各講座の１週間前までに、桶川市社会福祉協議会へ。

（電話申込み可）

内容
目の不自由な人への支援方法を体験に
より学びます。
高齢者のカラダを疑似体験セットによ
り学びます。
専門家の講義により取り扱い方法を学びます。
車いすやリフトカーの乗車体験も行います。
地域サロンなどに活用できる様々な知識を
学びます。
①楽しく身体を動かすメニューを学びます。
②美味しい日本茶の淹れ方を学びます。

とき
１１月１４日㈭
１３：３０～１５：３０
１１月１５日㈮
１３：３０～１５：３０
１１月１９日㈫
１３：３０～１５：３０

１１月２９日㈮
１３：００～１６：００

講座名

ガイドヘルプ体験講座

高齢体験講座

車いす取り扱い講座

地域サロン
de活用講座

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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相
続
、
借
金
、
生
活
、
こ
こ
ろ
の

悩
み
等
、
暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相

談
会
（
無
料
）

埼
玉
県
多
重
債
務
対
策
協
議
会

「
多
重
債
務
者
相
談

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
９
」

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合

応
急
手
当（
上
級
救
命
講
習
）講
習

埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

１１
／
９
〜
１５

埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合

枯
れ
草
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
公
財
）埼
玉
県
下
水
道
公
社

県
民
の
日
「
水
循
環
セ
ン
タ
ー
探
検

ツ
ア
ー
」（
下
水
道
施
設
見
学
会
）

上
尾
税
務
署

「
年
末
調
整
説
明
会
」
開
催

上
尾
税
務
署

「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
」開
催

上
尾
税
務
署

「
個
人
事
業
者
の
た
め
の

決
算
等
説
明
会
」
開
催

上
尾
税
務
署

確
定
申
告
に
便
利
な
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し
ま
し
ょ
う

上
尾
警
察
署

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
窃
盗
が

増
加
し
て
い
ま
す

〜
在
宅
中
も
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
〜

内
容
▼
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法

律
問
題
（
借
金
、
離
婚
、
相
続
、
贈
与
な

ど
）、
社
会
福
祉
士
に
よ
る
生
活
問
題
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み

の
個
別
相
談
会
（
同
じ
経
験
を
持
つ
相
談

員
と
の
面
談
も
可
）

と
き
▼
１１
月
１７
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
朝
日
記
念
会
館
２
階
（
朝
日

１
―
２２
―
１０
）

主
催
▼
夜
明
け
の
会

申
込
み
・
問
合
せ
▼
事
前
に
夜
明
け
の

会
（
�
７７４
―
２
８
６
２
）
へ
連
絡
を
。

消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借
り
入
れ
に

よ
る
債
務
で
お
困
り
の
人
に
、
埼
玉
弁
護

士
会
お
よ
び
埼
玉
司
法
書
士
会
所
属
の
弁

護
士
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
面
接
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
１１
月
１６
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
※
１
人
６０
分
【
要
予
約
】

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０２

予
約
受
付
▼
１１
月
１
日
㈮
〜
２２
日
㈮
の

午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、
予
約
専
用
電

話
�
８３９
―
３
２
２
２
へ
。

そ
の
他
▼
期
間
中
、
桶
川
市
以
外
で
も

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
合
せ
�
県
消
費
生
活
課
�
８３０
―
２
９

３
５内

容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）、
傷

病
者
管
理
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送

法
、
筆
記
試
験
※
講
習
修
了
者
に
は
、
修

了
証
を
交
付
。

と
き
▼
１２
月
１５
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
午
前
８
時
５０
分
受
付
開
始
）
※
Ｗ

Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
午
前
９
時
５０
分
受

付
。と

こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
３

階
災
害
対
策
室
（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８

―
１
）

対
象
▼
桶
川
市
、
鴻
巣
市
、
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
３０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
受
講
者
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
証
明

書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
の
画
面
提
示
で
も
可
）

そ
の
他
▼
消
防
本
部
Ｈ
Ｐ
で
応
急
手
当

Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１１
月
１５
日
㈮
か
ら

１２
月
８
日
㈰
ま
で
に
、鴻
巣
西
分
署（
�
０４８

―
５４４
―
０
１
１
９
）
ま
た
は
吹
上
分
署

（
�
０４８
―
５４７
―
０
１
１
９
）
へ
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま

す
。
生
命
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
に

「
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
」「
ガ
ス

こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
」
な
ど
を
習
慣
づ
け
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
や
住
宅
用
消
火
器
な
ど

を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

秋
・
冬
に
野
焼
き
、
火
遊
び
お
よ
び
放

火
な
ど
に
よ
る
枯
れ
草
火
災
が
多
発
し
ま

す
。
所
有
地
の
枯
れ
草
は
早
め
に
刈
り
取

り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

内
容
▼
下
水
道
施
設
を
開
放
し
、
探
検

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。
見
学
を
し
な
が
ら

ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と

景
品
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
抽
選
で
素

敵
な
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
１６
日
㈯
午
前
の
部
�
午
前

１０
時
〜
、
午
後
の
部
�
午
後
１
時
〜

※
所
要
時
間
約
２
時
間

と
こ
ろ
▼
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
小
針
領
家
９３９
）

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

申
込
み
▼
事
前
申
込
不
要
。
開
始
時
間

前
に
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

�
７２８
―
２
０
１
１

法
人
お
よ
び
個
人
事
業
主
を
対
象
に
、

令
和
元
年
分
年
末
調
整
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
２２
日
㈮

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
（
Ｊ
Ｒ
高
崎

線
か
ら
東
側
の
地
域
）

午
後
１
時
１０
分
〜
３
時
１０
分
（
Ｊ
Ｒ
高
崎

線
か
ら
西
側
の
地
域
）

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館
大
会
議
室

問
合
せ
�
上
尾
税
務
署
�
７７０
―
１
８
１

３
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

事
業
者
を
対
象
に
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
２２
日
㈮

午
前
１１
時
４０
分
〜
午
後
０
時
１０
分
（
Ｊ
Ｒ

高
崎
線
か
ら
東
側
の
地
域
）

午
後
３
時
２０
分
〜
５０
分
（
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
か

ら
西
側
の
地
域
）

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館
大
会
議
室

問
合
せ
�
上
尾
税
務
署
�
７７０
―
１
８
１

３
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

個
人
事
業
所
得
者
を
対
象
に
、
令
和
元

年
分
の
決
算
お
よ
び
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

青
色
決
算
お
よ
び
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
説
明
会

と
き
▼
１２
月
６
日
㈮
午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館
２
階
大
会

議
室
（
鴨
川
１
―
４
―
３
）

白
色
決
算
お
よ
び
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
説
明
会

と
き
▼
１２
月
９
日
㈪
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
上
尾
税
務
署
３
階
会
議
室

（
上
尾
市
西
門
前
５７７
）

問
合
せ
�
上
尾
税
務
署
�
７７０
―
１
８
０

０
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。）

確
定
申
告
書
は
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、①
Ｉ
Ｄ（
利
用
者
識
別
番
号
）

と
②
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
を
使
え

ば
、
申
告
書
を
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
税
務
署
へ

送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
が
完
了
す

る
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

な
お
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
税
務

署
の
窓
口
で
職
員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確

認
を
行
っ
た
後
に
発
行
し
ま
す
。
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
の

上
、
お
近
く
の
税
務
署
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
発
行
手
続
き
は
、
５
分
程
度
か
か
り
ま

す
。問

合
せ
�
上
尾
税
務
署
�
７７０
―
１
８
０

０
※
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

侵
入
の
手
口
は
「
鍵
の
か
か
っ
て
い
な

い
窓
や
玄
関
か
ら
侵
入
」「
窓
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
鍵
を
開
け
て
侵
入
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
①
玄

関
や
窓
に
補
助
錠
を
つ
け
る
。
②
防
犯
フ

ィ
ル
ム
を
つ
け
る
。
③
就
寝
時
や
短
時
間

の
外
出
で
も
施
錠
す
る
。
な
ど
の
対
策
を

し
、
大
切
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
上
尾
警
察
署
�
７７３
―
０
１
１

０

相続・遺言 無料相談会
11／17㊐ 桶川市民ホール

（行政書士 小島信治）
予約・問合…０４８-６４２-６１０７
（事務所）さいたま市大宮区高鼻町１-３６-１-２F

相続ほほえみ手続センター

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－３６－３ �729－1616 １１月１３日㈬ １３：３０～１５：００ 無料

愛の家グループホーム桶川
朝日２－１０－１５ �778－6603 １１月２０日㈬ １３：３０～１５：００ 無料

桶川ケアセンターそよ風
上日出谷１２４５－２ �789－3130 １１月１５日㈮ １３：３０～１５：００ 無料

ねむのき 川田谷５８３０－１ �787－0311 １１月３日（日・祝）
１２月１日㈰ ９：３０～１２：００ １００円

花ノ木の郷 加納１８２４－１ �729－2222 １１月２５日㈪ ９：００～１５：００（随時）★ 無料

認知症の人とその家族・地域住民など誰でも利用できます。専門職に相談したり、
入所されている皆さんと体操や音楽レクリエーションを通して触れ合いませんか。認
知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住みよい桶川市を目指しています。

※事前の連絡は不要です。
直接お越しください。

★同日、介護の基礎知識を
学ぶ「ビギナーズ研修」
を開催。申込み・問合せ
は直接、花ノ木の郷へ。

詳しくは�高齢介護課
�788－4938

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336
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報
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Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
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就
職
氷
河
期
合
同
企
業
説
明
会
・

同
説
明
会
対
策
セ
ミ
ナ
ー

埼
玉
県
芸
術
文
化
祭
３０
周
年
記
念

「
芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
交
流
フ
ェ
ア
」

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
電
話
相
談
）」
強
化
週
間

１１
／
１８
〜
２２

河
川
の
堤
防
の
刈
草
か
ら
作
っ
た
堆
肥

を
配
布
し
ま
す（
配
布
量
制
限
な
し
）

埼
玉
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
９
２
６
円
に
引
き
上
げ

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

内
容
▼
就
職
氷
河
期
世
代
の
人
（
お
お

む
ね
３５
歳
〜
４４
歳
）
を
対
象
と
し
た
合
同

企
業
説
明
会
と
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
。

①
合
同
企
業
説
明
会

と
き
▼
１１
月
１５
日
㈮
正
午
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下

第
１
展
示
場

②
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

と
き
・
と
こ
ろ
▼

１１
月
１
日
㈮
午
後
２
時
〜
５
時
・
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０５
会
議
室

１１
月
９
日
㈯
午
後
２
時
〜
５
時
・
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
７０７
会
議
室
ほ
か
県
内
５

地
域定

員
▼
各
３０
人

①
②
共
通
事
項

対
象
▼
県
内
企
業
な
ど
へ
の
正
社
員
就

職
を
希
望
す
る
お
お
む
ね
３５
歳
〜
４４
歳
の

人
費
用
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼
「
正
社
員
に
な
ろ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
特
設
サ
イ
ト
（http

s://habs.athum
an.com

/area/sa
itam

a/2019/002/

）
か
ら
申
し
込
む

か
、
埼
玉
県
正
社
員
に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
務
局
へ
、
電
話
（
�
６４７
―
６
２
４

０
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
①
は
事
前

申
込
特
典
有

内
容
▼
県
内
の
芸
術
文
化
団
体
な
ど
が

一
堂
に
会
し
ま
す
。
音
楽
、
舞
踊
、
折
り

紙
作
品
展
示
、
障
害
者
ア
ー
ト
展
示
な
ど

す

の
鑑
賞
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
紙
漉
き
体
験
、

茶
道
体
験
、
手
回
し
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
木
の

お
も
ち
ゃ
作
り
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
な
ど

体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
多
数
実
施
。

と
き
▼
１１
月
２４
日
㈰
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時と

こ
ろ
▼
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

地
下
１
階
展
示
場
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
鐘

塚
公
園（
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
西
口
徒
歩
約
３
分
）

費
用
▼
入
場
無
料
（
一
部
実
費
負
担
）

申
込
み
▼
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
一

部
事
前
申
込
み
有
【
先
着
順
】

問
合
せ
�
県
文
化
資
源
課
�
８３０
―
６
９

２
５さ

い
た
ま
地
方
法
務
局
お
よ
び
埼
玉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
通
常
の
受

付
時
間
（
平
日
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後

５
時
１５
分
ま
で
）
を
延
長
し
て
受
け
付
け

ま
す
。

内
容
▼
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題
の
相
談
に
つ
い
て
。

と
き
▼
１１
月
１８
日
㈪
〜
２２
日
㈮
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
７
時

臨
時
休
日
対
応

１１
月
２３
日（
土
・
祝
）・

２４
日
㈰
は
、
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号
▼
０
５
７
０
―
０７０
―
８１０

（
全
国
共
通
）

相
談
担
当
者
▼
法
務
局
職
員
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
�
８５９
―
３
５
０
７

応
募
期
間
▼
１２
月
１３
日
㈮
ま
で
【
当
日

消
印
有
効
】

応
募
方
法
▼
往
復
は
が
き
に
よ
る
（
応

募
多
数
の
場
合
は
調
整
）

※
応
募
の
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

応
募
要
領
（
事
務
所
・
出
張
所
・
桶
川
市

道
路
河
川
課
に
設
置
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
期
間
▼
令
和
２
年
１
月
２７
日
㈪
〜

２
月
８
日
㈯
（
予
定
）
※
２
月
２
日
㈰
を

除
く
。

※
販
売
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
人
へ
は

配
布
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
�
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
荒
川

緑
被
事
務
局
�
０４９
―
２４６
―
１
０
３
１

１０
月
１
日
か
ら
、
埼
玉
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
９２６
円
（
引
上
げ
額
２８
円
）
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
年
齢
や
雇
用
形

態
に
関
係
な
く
、
パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
含
め
、
県
内
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
が
対
象
で
す
。
使
用
者
も
、
労

働
者
も
、
賃
金
が
最
低
賃
金
以
上
に
な
っ

て
い
る
か
、
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
産
業
に
よ
っ
て
は
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
�
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
�
６００
―

６
２
０
５
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署交

通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
な
ど
の
不
満
を
持
つ
人
の
た
め

に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
２０
歳

以
上
の
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
選
ば
れ
た
場

合
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
相
談
も
無
料
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
第
一
検
察
審
査
会

事
務
局
（
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
内
）

�
８６３
―
８
７
１
４

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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